るまい。 

い ますぐ 

「ね、 おい、 良ち やん。 今 直 見に あゆび ようご 

金 三 は 狡る そうに 母の 方 を 見てから、 そっと 良 平の 

裾 を 引いた。 二 本 芽の 赤 芽の ちん ぼ 芽の 百合 を 見る、 

II このく らい 大きい 誘惑はなかった。 良 平 は 返事 も 

わら ぞうり 

しない 内に、 母の 藁 草履へ 足 を かけた。 藁 草履 はじつ 

しめ はなお い ゆる 

とり 湿った 上、 鼻緒 も 好い加減 緩んで いた。 

「良 平！ これ！ 御飯 を 食べ かけて、 —— 」 

母 は 驚いた 声 を 出した。 が、 もう 良 平 は その 時には、 

か そと こうじ 

先に 立って 裏庭 を蚯け 抜けて いた。 裏庭の 外に は 小路 

けぶ ぞうきばやし 

の 向う に、 木の芽の 煙った 雑木林が あった。 良 平 は そ 



尖らせて いた。 彼 は 話に は 聞いて いても、 現在 この 

りっぱ 

立派 さ を 見る と、 声 も 出ない ほどび つくりして しまつ 

た。 

「ね、 太かろう ご 

金 三 はさ も 得意そう に 良 平の 顔へ 目をやった。 が、 

うなず 

良 平 は 頷いた ぎり、 百合の 芽ば かり 見守って いた。 

「ね、 太かろう ご 

金 三 はもう 一 度 繰返してから、 右の 方の 芽に さわろ 

あ-つ 

うとした。 すると 良 平 は 目の さめた ように、 慌てて そ 

の 手 を 払いの けた。 

「あつ、 さわんな さんな よう、 折れる から ご 



り も 手荒に 百合の 芽 をい じった。 しかし 三寸に 足りな 

けしき 

い 芽 は 動きそう な 気色 も 見せなかった。 

「じ やわし もさ わろう か？」 

かおいろ うかが 

やっと 安心した 良 平 は 金 三の 顔色 を 窺 いながら、 

そっと 左の 芽に さわって 見た。 赤い 芽 は 良 平の 指の さ 

しょ つかく 

きに、 妙に しっかりした 触覚 を 与えた。 彼 は その 触 

覚の 中に 何とも 云われない 嬉し さ を 感じた。 

「おおな あ！」 

びし よ-つ 

良 平 は 独り 微笑して いた。 すると 金 三 はしば らくの 

のち 

後、 突然 また こんな 事 を 云い 始めた。 

い たま 

「こんなに 好い ちん ぼ 芽 じ や 球根 は うんと 大きかろう 



よくあさ ゆ り 

翌朝 二人 は 約束 通り、 一し よに 百合の ある 麦畑へ 来 

きんぞう 

た。 百合 は 赤い 芽の 先に 露の 玉 を 保って いた。 金 三 は 

右の ちん ぼ 芽 を、 良 平 は 左の ちん ぼ 芽 を、 それぞれ 爪 

で 弾きながら、 露の 玉 を 落して やった。 

「太いね え 」 

良 平 は その 朝 もい まさらの ように、 百合の 芽の 立派 

さに 見惚れて いた。 

「これ じ や 五 年 経った だね ご 

「五 年ね え 9 —— 」 

さげ 

金 三 はちよ いと 良 平の 顔へ、 蔑す みに 満ちた 目 を 

送った。 



「五 年ね え？ 十 年く らい ずら じ や ご 

としう >ス 

「十 年！ 十 年って わしょり 年上 かね？」 

「そうさ。 お前さんより 年上 ずら じ や ご 

「じ や 花が 十 咲く かね？」 

ゆ リ とお 

五 年の 百合に は 五つ 花が 出来、 十 年の 百合に は 十 花 

としうえ 

が 出来る、 —— 彼等 はいつ か 年上の ものに そう 云う 事 

を 教えられ ていた。 

「咲く さあ、 十ぐ らい！」 

おご そ 

金 三 は 厳かに 云い 切った。 良 平 は 内心 たじろぎな 

ゎナ 

がら、 云い 訣 のように 独り言 を 云った。 

「早く 咲く と妒 いなご 



「はえ、 まあ、 お前さん たち は暄嘩 かよう ご 

二人 はやつ と摑み 合い を やめた。 彼等の 前に は 

薄 痘痕の ある 百姓の 女房が 立って いた。 それ はや はり 

そうきち つ 

惣吉と 云う 学校 友 だち の 母親だった。 彼女 は 桑 を 摘み 

てぬぐい ざる 

に 来たの か、 寝間着に 手拭 を かぶった なり、 大きい 笊 

うさん 

を 抱えて いた。 そうして 何か迂 散そう に、 じろ じろ 二 

人 を 見比べて いた。 

すもう お ば 

「相撲 だよう。 叔母さん ご 

金 三 はわ ざと 元気そう に 云った。 が、 良 平 は 震えな 

がら、 相手の 言葉 を 打ち切る ように 云った。 

「噓 つき！ 暄華だ 癖に！ - 



よると、 百合の 芽 も 折られて しまった かも 知れない。 

た ま 

それとも 畑の 土と 一し よに、 球根 ごと そっくり 流され 

はしない か 9 …… 

きんぞう 

「金 三の やつ も 心配 ずら ご 

良 平 はまた そう も 思った。 すると 可笑しい 気がした 

の きづた かさ 

金 三の 家 は 隣 だから、 軒 伝いに 行き さえ すれば、 傘 を 

きのう けんか 

さす 必要 もない のだった。 しかし 昨日の 喧嘩の 手前、 

こちらから は 遊びに 行きたくなかった。 たとい 向う か 

はじめ き 

ら 遊びに 来ても、 始は ロー つ 利かずに いて やる。 そ 

うすれば あいつ も 悄気る のに 違いない。 (未完) 

(大正 十 一 年 九月) 
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